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Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese : BCCWJ）」（コーパス検索アプリケーション『中納
言』2．4、データバージョン1．1）のものである1。
（1） a. 今までに述べた数々の問題点も、信用できないことの根拠であるのはもちろんである。





東洋大学人間科学総合研究所紀要 第22号（2020） 197‐208 197
b. もちろん、電子レンジ対応です。 サンプル ID : OP 93_00002『広報有田』2008年11号
c. 「みんな、ぶじかしら？」「もちろん」






























書名 収録年代 成立年代 数 書名 収録年代 成立年代 数
日本書紀 神代－697 720 1 続日本後紀 833－850 869 0
続日本紀 697－791 797 4 日本文徳天皇実録 850－858 879 0
日本後紀 792－833 840 1 日本三代実録 858－887 901 0
3．調査データ
調査に用いるデータベースおよびコーパスを（3）にまとめる。【 】は本稿で用いる略称である。
（3） a. 日本文学電子図書館「六国史」 【六国史 DB】
b. 国際日本文化研究センター「摂関期古記録データベース」 【摂関期 DB】
c. 東京大学史料編纂所「古記録フルテキストデータベース」 【古記録 DB】
d. 国文学研究資料館「岩波日本古典文学大系本文データベース」 【大系 DB】
e. 国立国語研究所「日本語歴史コーパス（Corpus of Historical Japanese）：明治・大正編」
【CHJ近代】



















書名 作者 成立年代 数 書名 作者 成立年代 数
宇津保物語 不詳 970－999頃 4 更級日記 菅原孝標女 1060頃 2
蜻蛉日記 藤原道綱母 974頃 4 夜の寝覚 菅原孝標女か 11世紀半ば 1
落窪物語 不詳 10世紀末 4 今昔物語集 不詳 1120頃 1
源氏物語 紫式部 11世紀初 5






























書名 ジャンル 作者 成立 数 書名 ジャンル 作者 成立 数
愚管抄 歴史書 慈円 1220 4 平家物語 軍記物語 不詳 13世紀 1
正法眼蔵随聞記 法語集 懐奘 1238 1 徒然草 随筆 兼好 1330 1
立正安国論 仏教書 日蓮 1260 1 太平記 軍記物語 不詳 1370 4
沙石集 説話集 無住 1283 5 義経記 軍記物語 不詳 14世紀 1




































（9） a. 主・親方の事は勿論人譏らず 『仮名草子集 犬枕』






書名 記主 用例年 数 書名 記主 用例年 数
愚昧記 三条実房 1170－77 4 後愚昧記 三条公忠 1361－83 170
仙洞御移徙部類記 （複数） 1198－1230 5 後深心院関白記 近衛道嗣 1362－83 12
猪隈関白記 近衛家実 1202 1 実冬公記 三条実冬 1375－95 3
民経記 藤原経光 1226－67 104 看聞日記 伏見宮貞成親王 1416－43 107
経俊卿記 吉田経俊 1238－69 23 薩戒記 中山定親 1419－41 105
御産部類記 （複数） 1247 1 建内記 万里小路時房 1428－52 233
岡屋関白記 近衛兼経 1249－50 2 上井覚兼日記 上井覚兼 1574－86 58
深心院関白記 藤原基平 1261 1 九条家歴世記録 （九条家歴代） 1262－1623 33







書名 ジャンル 作者 成立年代 数
猫のさうし 御伽草子 不詳 1602 1
犬枕 仮名草子 不詳 1606 1
名取川 俳句 松江重頼 1680 1
新色五巻書 浮世草子 西沢一風 1698 1
松の葉 歌謡書 秀松軒 1703 2
去来抄 俳論 向井去来 1702－04 1
けいせい反魂香 浄瑠璃 近松門左衛門 1708 1
傾城禁短気 浮世草子 江島其蹟 1711 1
折たく柴の記 随筆 新井白石 1716 6
平家女護嶋 浄瑠璃 近松門左衛門 1719 1
心中宵庚申 浄瑠璃 近松門左衛門 1722 1
ひとりね 随筆 柳沢淇園 1724 6
槐記 随筆 山科道安 1724－35 7
根南志具佐 滑稽本 風来山人（平賀源内） 1763 1
孔雀楼筆記 随筆 清田儋叟 1768 4
役者論語 歌舞伎論 三世八文字屋自笑編 1776 4
遊子方言 洒落本 田舎老人多田爺 1770 3
軽井茶話道中粹語録 洒落本 山手馬鹿人（大田南畝） 1781 3
玉くしげ 国学書 本居宣長 1787 1
鶉衣 俳文 横井也有 1788 3
假名手本忠臣蔵他 浄瑠璃 竹田出雲他 18世紀 10
江戸生艶気樺焼他 黄表紙 山東京伝他 18世紀 4
詩学逢原他 漢詩文 祇園南海他 18世紀 5
お染久松色読販他 歌舞伎 四世鶴屋南北他 18－19世紀 5
椿説弓張月 読本 曲亭馬琴 1807－11 2
東海道中膝栗毛 滑稽本 十返舎一九 1802－14 5
浮世風呂 滑稽本 式亭三馬 1809－13 7
春色梅兒譽美 人情本 為永春水 1832－33 2
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表7 【CHJ】【BCCWJ】の雑誌・教科書における「勿論」の用例数
コーパス 時代 ジャンル 収録年代 文末述語 節末述語 文中副詞 文頭副詞 応答詞 合計
CHJ
明治 雑誌 1874－1909 4 7 23 15 1 50
明治 教科書 1904 0 2 1 0 0 3
大正 雑誌 1917－1925 2 1 6 15 1 25
大正 教科書 1918 0 0 5 1 0 6
昭和 教科書 1933－1947 0 0 14 15 2 31
BCCWJ
現代 雑誌（コア）2001－2005 0 2 25 28 1 56





















位置 文末 節末／文中 文中 文頭
中世 10 56％ 5 28％ 0 0％ 0 0％ 0 0％ 3 17％ 18
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【Abstract】
The history of mochiron ‘of course’ as a pragmatic marker in Japanese
Keiko TAKAHASHI＊・Yuko HIGASHIIZUMI＊＊
This paper traces the development of the Sino-Japanese compound mochiron 勿論 ‘of course’ in present-day Japanese from
a historical sociopragmatic perspective. In Old Japanese texts, 勿論 was used individually to denote the original Chinese
meaning, i.e.勿 ‘no’ and論 ‘discussion’. In Late Old Japanese, sometimes勿論 was used in the complex phrase ron-naku . In
Middle Japanese,勿論 began to be pronounced mochiron , mainly functioning as part of a nominal predicate in the sentence-
final position. In Early Modern Japanese, 勿論 appeared as a sentence-initial/medial adverb and a response, i.e. a pragmatic
marker. Further cross-linguistic studies in East Asian cultural sphere are needed to elucidate this matter in more detail.
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